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大津地区

社会福祉協議会

会 長 嶋 口 司

人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に

皆
様
と
手
を
取
り
合
い

本
年
５
月
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
大
津
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
総
会
に
て
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

こ
こ
３
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
思
う
よ

う
に
活
動
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
年
度
は
感
染
対

策
を
引
き
続
き
充
分
行

っ
た
う
え
で
、
前
会
長
の
方
針
を

引
き
継
ぎ
、
各
部
会
活
動
を
中
心
に
積
極
的
に
展
開
し
て

い
く
所
存
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
は
様
々
な
お
蔭
様
で
生
か
さ
れ
、
み
な

繋
が

っ
て
い
ま
す
。
大
津
社
協
の
活
動
も
、
地
域
の
皆
様

は
も
と
よ
り
、
行
政
や
民
生
委
員
児
童
委
員
、
社
会
福
祉

推
進
委
員
、
町
内
会

・
自
治
会
、
福
祉
施
設
等
と
の
連
携

の
う
え
に
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に
、
皆
様
と
手
を
取
り
合

い
小

さ
く
て
も
出
来
る
こ
と
か
ら
、
互
い
に
支
え
合

い
な
が
ら
、

い
く

つ
に
な

っ
て
も
住
み
慣
れ
た
町
で
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら

し
て
い
け
る
、
明
る
く
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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総体事業
1 地i或福祉活動の活性化を図るため、地域福祉連絡会を開催し、地上或の実情を把握すると

ともに、町内会・自治会との連携を深め地i或福社の推進に努める

2 社会福祉推進委員を対象に研修会を開催

3 「ふれあいいきいきサロン」の実施を支援

4 学童みまもリパ トロールを支援

5 地域住民を対象に福祉講演会を開催

6 「シャローム手作リフレあいお弁当」事業に協力

7 ボランティアセンターの運営と活用を図る
0ボランテイアの募集・育成と交流会を開催

・ボランティア情報の提供と調整

・福祉機器の貸し出し及び不用福祉用品有効利用の情報交換

8 民生委員児童委員による「ふれあい相談」を実施

9 火災・水害・その他の災害による被害者を支援

10生 )舌 困窮者世帯に対し、短期の「たすけあい資金」を貸付

1」 地区社協の活動を財政的に支えるため、賛助会員を募集し名簿を年 1回発行

12 ホームページ等情報システムの充実を図る

ガ

児童福祉部会
・ひとり親世帯を対象にお楽しみ会を開催

0親と子のふれあいを図るため

「大津なかよしひろば」を開催

・福祉標語を募集し、優秀作品を表彰

(本年度は大塚台小学校)

・児童福祉部会員の研修を実施

広報部会
・ 広報言志「ふれあいおおつ」を年 3回

発行               :f
・広報部会員の研修を実施

磯襲 量家奪ヽ李技 倉」童 弩150周年誕念実皇巽1奎
ヤ

令和 5年 4月 28日、走水小学校体育館 |こ 於いて、

倉」立 450周年記念集会が開催されました。

明治 6年 |こ 、三つのお寺を学び舎として倉」立、日召和

22年 |こ 現在の「走水小学校」となりました。

中川校長、天貝実行委員長のお話の後、参加者全員 |こ

よる『校歌』が体育館 |こ 響き、その後は、児童による
~卜

.■ ■■1子

=ti_:の
発表です。各学年ごと|こ テーマ

|こ 沿った「調べ学習」を 1年～ 6年の全児童一人ひと

りが自分の言葉で発表、感動する言葉をた<さん間<こ

とができました。

更に、6年生の進行によつて児童・保護者・地域・OB・

OG全員による「走水 ,|」 学ヽ
'li受

「■のしifiク イズ」では、児童

が考えた意外な問題に、間違える人も多く、大い|こ 盛り

上がりました。現在、走水小は、横須賀市の「教育環境

整備」の対象校になっており、地上或全体が不安を持つて

いる中、この日は 《走水大好

き |》 の人達が集合 1歴史あ

る学校、地域 |こ 愛される

150歳の小学校を皆でお祝

いしました。

(広報部会 H)

高歯令者福祉部会
。ひとり暮らし高歯令者を対象 |こ 交流会を

開催
。地域の高齢者施設との交流を深めその

)舌動 |こ 協力

0高齢者福祉部会員の研修を実施

」呵脚
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障がい者福祉部会
・ 障がい者及びその介護者を対象に

交流会を開催

・ 地域の障がい者施設との交流を深め、

その活動に協力

・ 障がい者福祉部会員の研修を実施
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大津地区社協令和 4年度決算と令和 5年度予算

令和.4年度決算額 総額12,636,350円   令和5生厘予算額 総額12,729,907円

藤 繰越金 3,182,592円 毯 繰越金 3,459,755円

八 積立金取崩 0円
雑収入

50,100円

雑収入

16,626円 瞼 積立金取崩 0円

賽 寄付金

38,000円 塞 寄付金

50,000円

令
=聖

生生墾墨墨堡墾菫 総額9,176,595円

瞼 活動費 1,123,000円

事務費 2,165,823円

■‐ 積立金 0円

予備費 240,978円

令
=塁

■笙墾丑並堡墾墨 総額12,729,907円

辣 )舌動費 1,069,000円

鯰 事務費 2,710,000円

■‐ 積立金 600,000円

講演学習会費
いきいきサロン補助費 530,000

24,310学童パトロール活動費
2,614,623ボラセン運営費

広報活動費 516,294

高齢者福祉活動費 465,958

障がい者福祉活動費 416,157

児童福祉活動費 422,922

推進委員連絡会活動費 30,530,

0共催行事負担金

子ども食堂活動協力費
地域福祉活動助成金

950,000高齢者福祉活動費
880,000障がし
640,000児童福祉活動費

推進委員連絡会活動費 50,000

共催行事負担金

子ども食堂活動協力費 30,000

地域福祉活動助成金

ホームページ費用

予備費 350,907円

5,646,ア 94円

会費 (各町内

と賛助会費)

支出の部

会費格 町内

と賛助会費 )

3,680,000円

交付金 (横須賀市社協)

5,490,052FI]

3,678,006円

交付金 (横須賀市社協 )

5,721,126F号

事業費

0

30,000

566000

ホームページ費用 30.000

講演学習会費 300.000

いきいきサロン補助費 540.000

学音パトロール活動普 50,000

ボうセン揮営書 2,930,000

広報活動音 950.000

50.000

600.000

30,000
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社
会
福
祉
の
た
め
に
温
か
い
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ー
ポ
湘
南
大
津
　
　
匿
名
　
様

▽
障
が

い
者
福
祉
部
会
交
流
会

【日
帰
リ
バ
ス
旅
行
】

と
　
き
　
１０
月
３
日

（火
）

と
こ
ろ
　
生
命
の
星

。
地
球
博
物
館

対
　
象
　
障
が
い
者
及
び
そ
の
介
護
者

お
詫
び
と
訂
正

▽
先
に
配
布
し
た
令
和
４
年
度
賛
助
会
員
名
簿
の

一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
（敬
称
略
）

根
岸
町
２
丁
目
町
内
会

（正
）
渡
邊
　
義
史
　
（誤
）
渡
邊
　
義
文

根
岸
町
４
丁
目
町
内
会

（正
）
工
藤
　
澄
子
　
（誤
）
未
記
入

▽
ふ
れ
あ
い
大
津

（第
‐５１
号
）
に
て
、
新
任
民
生

委
員
児
童
委
員
の
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（敬
称
略
）

（正
）
川
口
　
由
起
子
　
（誤
）
川
口
　
由
紀
子

おおつボラセンだより
今年度からボランティアセンター所長に任命

されました、筒丼 美恵子 です。

よろしくお願いします。

問い合わせ先

大津地区ボランティアセンター

Tlel・ Fax 046(834)2487

●攀●彎●毒●●●●●●●

ふれあい相談

日程 :7月 19日

8月 2日、16日

9月 6日、20日

いずれも水曜日

時間 :10時～15時

場所 :大津地区ボラン

ティアセンター

lEL:046‐834-2487

相談員 :民生委員児童委員

彗
●
お
●
●
●
書
ф
毒
●
●
●
幸
締
●
中
や
む

警
倅
最
鑢
響
曇
議
⑮
待
暑
摯
響

難
予
奪
驀
轟
輯

私
が
二
十
代
の
頃
、
突
然
義
母
の
介
護
の
生

活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
丁
度
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
制
度
が
確
立
し
た
ば
か
り
で
、
介
護
の
ノ
ウ

ハ
ウ
も
わ
か
ら
な
い
私
は
早
速

ヘ
ル
パ
ー
養
成

講
座
に
中
し
込
み
を
し
た
の
で
す
が
、
応
募
者

多
数
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
抽
選
に
外
れ
て
し

ま

い
ま
し
た
。
今
の
よ
う
に
何
で
も
ネ

ツ
ト
で

調
べ
ら
れ
る
時
代
で
は
な
か

っ
た
の
で
、
母
親

が
祖
父
母
の
世
話
し
て
い
た
こ
ろ
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
即
実
践
の
日
々
で
し
た
。

今
に
し
て
思
え
ば
子
供
も
小
さ
く
知

識
も
な
く
十
分
な
介
護
を
し
て
あ
げ
る

こ
と
も
で
き
ず
、
申
し
訳
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
十
年
後
に
亡
く
な
る
前

に

「あ
り
が
と
う
」
と
度
々
言

っ
て
も

ら

つ
た
こ
と
が
心
の
支
え
で
し
た
。

現
在
は
高
齢
者
福
祉
も
改
善
さ
れ
、

そ
し
て
女
性
の
社
会
進
出
も
多
く
な

っ

て
き
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
今
、
働
く
年
齢
も

昔
よ
り
だ
い
ぶ
長
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
介
護

保
険
や
色
々
な
公
共
の
施
設
を
利
用
し
な
が
ら
、

心
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
出
来
た
ら
良

い

な
と
思
い
ま
す
。

私
は
今
時
間
的
に
ゆ
と
り
が
あ
る
生
活
な
の

で
、
趣
味
の
お
稽
古
を
は
じ
め
近
所
の
高
齢
者

へ
の
声
掛
け
や
洗
濯
物
た
た
み
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
な
ど
し
て
、
自
分
の
た
め
に
も
社
会
参
加
を

し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
る
毎
日
で
す
。

（広
報
部
　
Ｙ

・
Ｋ
）

ねぎよんふれあい会 根岸町4丁目

当会は、趣味を同じく会員による同好会活動を柱

の一つに据え長年活動してまいりました。コロナ禍

他の要因で中断された同好会活動も有るなか、長き

に渡り続けられてきた事例を二つ紹介したいと思い

ます。

【囲碁・将棋同好会】毎月1回町内会館で開催

なり、今後、会を維持していくには新規の同好者を

しヽかに発掘していけるかが鍵となつています。

【パークゴルフ友の会】毎月 2回花の国で開催

運動量 |よ ゴルフほど必要としない、高齢者向きの

スポーツです。四季折々でコースの芝状態が変化す

るのでそれを読んでのプレイとなり結構奥が深く飽

きがきません。

終了後は適度な発汗・疲労感が得られ夜 |よ ぐつす

り眠れます。残念ながらゴルフ場が閉鎖となつてし

まつたため、)舌 動は現在休止中です。早期に代替ゴ

ルフ場が完成し、皆がまた楽しめる様になる事を期

待するばかりです。

民生委員児童委員 ,青水 保行

・ 姜     ‐

‐ξ二・
ヽ
ヽ
' 第11回

コロナ禍以前は年に二

度 トーナメン ト戦を行

い、入賞者には景品が貰

える様にするなど会運営

がマンネリ化しないよう

工夫をしてきました。

現在会員数は高齢化に

より最盛期の半分以下と

♯●●●●●●奪争●●

編 集 後 記


